
學
界
近
況

彙

報

　
　
　
◎
毎
磁
∴
同
等
…
か
る
エ
『
ア
メ
リ
カ
心
理
総
倉
』
大
會
の
第
二
十
四
簡
は

　
　
陣
年
（
図
九
一
五
年
）
十
ご
日
り
二
十
八
日
よ
り
三
十
口
迄
の
三
鑓
閥
、
　
シ
カ
ゴ

　
　
大
學
で
行
は
れ
た
が
未
曾
有
の
盛
會
で
典
慮
で
嚢
表
さ
れ
た
諸
種
の
平
銀
は

　
　
實
に
七
十
を
算
し
た
と
言
ふ
事
で
あ
る
、
　
省
七
十
の
論
丈
串
、
三
星
…
聞
定
に

　
　
臆
す
る
も
の
が
最
も
多
数
を
蕩
め
て
二
十
二
、
次
は
實
瞼
心
理
學
に
闘
…
す
る

　
　
亀
の
十
三
、
　
そ
れ
か
ら
動
物
心
理
學
及
数
育
心
理
學
に
蘭
す
る
竜
の
が
昏
々

　
　
八
、
識
箆
遡
心
理
墨
・
に
關
…
す
る
竜
の
が
七
、
鮭
凝
鎚
心
理
墨
∫
、
鍵
態
心
理
學
に
關

　
　
す
る
も
の
が
盗
二
、
其
の
他
ぼ
陥
れ
も
心
理
學
と
科
學
、
暫
學
教
育
墨
等
と

　
　
の
閣
係
を
論
じ
た
も
の
で
あ
っ
た
》
∴
冨
ふ
。
そ
う
し
て
欝
演
場
の
す
ぐ
隣
り

　
　
の
塞
に
は
諮
々
の
器
誠
を
錬
列
し
て
滲
二
者
の
興
味
を
火
に
換
起
し
た
と
言

　
　
ふ
事
で
あ
る
。

　
　
　
◎
η
入
ア
メ
リ
カ
に
n
於
油
い
・
9
勾
蒜
開
思
幣
心
一
埋
隅
齢
霜
…
方
學
合
儲
』
》
暢
疏
ハ
の
第
八
門
卿
黒
八
曾

　
　
を
丁
度
其
の
頃
（
十
二
月
三
＋
日
）
オ
ハ
イ
オ
…
州
大
鷺
で
競
催
し
た
と
…
…
諮
ふ
。

　
　
　
◎
殿
…
都
ペ
テ
ロ
グ
ラ
ー
ド
、
大
學
回
報
、
　
イ
ワ
ン
。
ハ
ウ
ロ
ウ
フ
回
だ
ζ
岡
歴
触
ヅ

　
　
ゑ
O
ぐ
（
六
十
セ
歳
）
及
竪
狽
逡
ブ
レ
ス
ラ
ウ
大
落
殺
授
に
し
て
且
つ
。
．
撃
μ
欝
O
亨

　
　
江
津
凶
離
円
自
冨
Ω
塁
鴛
ご
言
仲
㊦
瓢
㊦
霞
9
0
肇
っ
ぞ
一
管
昌
酒
煎
悔
獲
麟
旨
②
．
”
の
打
者
た
り

　
　
し
1
3
ク
ト
ル
、
エ
、
ア
ル
ツ
ハ
イ
マ
ー
ご
鉾
臣
・
臣
欝
財
蝕
崔
窪
（
五
＋
二
歳
）
は
劔

　
　
れ
．
も
此
程
魅
虫
さ
れ
た
さ
う
で
あ
ろ
。

　
　
　
◎
本
雄
－
六
醤
〃
十
九
H
よ
り
全
二
十
三
臼
【
迄
の
五
目
品
岡
、
　
シ
カ
ゴ
…
響
灘
學
脅
学
罵

　
　
仙
難
の
下
に
、
鵬
齢
旧
病
學
瀞
着
や
淋
膿
灘
墨
嘉
羽
の
愈
μ
ム
M
が
同
畜
～
で
紳
偶
さ
れ
、
麟
…
勲
品
薄
｛
朋

の
まお

　
　
者
に
間
す
る
問
題
に
就
て
多
く
論
せ
ら
る
混
嘗
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
學
界
邉
況
が
彙
　
　
報

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
毒

承
隼
蕊
京
都
雪
乞
大
攣
暫
羅
科
皐
三
論
文

　
　
（
△
あ
る
は
撰
科
）

暫
攣

認
識
封
象
濁
題
の
論
理
酌
甕
展
を
論
ず

霞
轟

轟
門
島
嵩
置
、

趨
信
論
詩
風
基
礎
概
念
之
硯
蓋

眞
言
密
数
丁
寧
登
蓬
史
論

偽
明
言
立
碍
究

シ
ャ
ン
カ
ラ
蒔
q
學

溝
｝
土
他
力
敏
に
於
け
る
…
糊
融
㍊
親
鷺
の
交
渉

古
三
論
の
研
究

離
郷
醤
轟
史

月
一
魯
の
重
な
る
巌
強
｝

珊
入
の
家
9
籏
的
敵
に
趾
倉
酌
生
活

伊
藤
仁
齋
の
哲
雄
思
想

融
颪
申
に
於
け
る
繊
岬
王
ご
筑
の
異
岡

心
理
畢

想
像
に
就
い
て

倫
理
攣

甦
徳
的
避
雷
に
就
い
て

一
一
七

篠閥
原野
　留
助次

市郎

ムム
野崇松松鳥横
　　ガミヨ
上波均尾越田

準諦叢滅孫張
　　iU’一し

爾親潮輝三亘

佐
々
木
慧
・
暑

謝
　
藤
　
盛
　
・
り

高
野
久
太
郎

佐
藤
慶
溝

留
日
直
樹

野
鶴
暴
秀



3se

哲
ノ
攣
一
研
　
究
　
　
第
三
號

◎
げ
暴
ぽ
な
…

敦
欝
騒
激
擾
法

公
署
教
育

ケ
ル
シ
エ
ン
ス
タ
イ
ン
の
敏
歯
肩
三

等
田
堂
の
調
度
と
…
教
｛
官
の
蝿
細
ゆ

農
村
の
三
校
を
諭
ず
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
，

養
尊
書
雑
学

鴬
實
虫
省

察
勲
愚

信
を
脇
調
じ
て
知
と
の
…
關
係
を
優
る

．
融
爾
墨

輿
論
…
選
動
の
墓
礎
と
し
て
の
感
幣
論
理
の
耕
究

灘
會
婁
業
の
研
究

窟
都
暫
豊
禽
鰐
禽

訟
　
陶
　
文
　
七

末糎il，ill西

氷原代居
惣

太舜建罎

郎繍1墜羅

須
田
國
太
郎

深
　
激

語

A
篠田

田村

璽慰

督寛

　
酸
屑
二
十
九
日
午
後
三
時
よ
り
交
科
第
九
四
竃
に
於
て
開
催
産
の
講
演
が

あ
っ
た
。

　
　
麟
霞
歯
意
志
に
就
て
　
　
　
　
　
　
　
丈
県
士
　
楠
見
　
樹
丈
君

霞
肉
意
志
の
問
題
は
大
問
題
で
あ
る
が
、
先
づ
自
由
と
ハ
・
隔
ふ
山
亭
か
ら
定

め
ね
ば
な
ら
ぬ
此
の
意
味
は
頗
腰
睡
で
あ
っ
て
種
々
の
混
圃
を
凍
す
の
で
あ

る
と
田
塙
ふ
。
「
ヘ
ゼ
ス
チ
ン
グ
ス
、
ラ
ッ
シ
ュ
ド
ー
ル
氏
悌
か
跳
ハ
著
円
げ
⑦
繋
げ
Φ
O
曜
団

。
蹴
Q
o
o
篇
費
熱
闘
恥
く
出
域
ぐ
鵠
申
に
論
く
慮
は
自
己
決
定
論
尊
慶
・
・
罵
飾
黛
鍵
豊
凶
鉱
い
彰

な
る
名
の
下
に
コ
裡
の
肉
山
意
・
芯
を
論
け
る
鼠
の
な
る
が
、
今
山
の
一
班
を

紹
介
す
れ
ば
、
琉
は
鎚
穂
の
第
一
鰻
定
と
し
て
行
爲
の
原
因
と
し
て
の
自
我

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
コ
凪

の
存
在
す
る
こ
と
を
認
め
、
　
自
由
に
三
種
の
意
味
あ
り
と
も
、
霞
歯
な
る
・
行

爲
と
は
（
一
）
理
性
に
從
ひ
て
な
さ
る
Σ
行
爲
、
　
（
二
）
霞
我
よ
り
起
る
凡
て
の

旧
里
、
　
（
三
）
箪
に
非
決
定
的
糠
m
穐
曙
よ
リ
、
・
起
る
行
爲
を
赫
筒
ふ
も
の
な
る
が
、

以
上
の
三
つ
の
巾
・
、
　
第
二
の
影
響
の
霞
由
は
三
徳
の
絶
謝
的
塞
質
的
假
“
5
疋
と

し
て
認
め
ざ
る
べ
か
ら
ぎ
る
も
の
に
し
て
、
此
自
由
は
あ
る
意
味
に
於
て
決

定
論
な
る
も
機
械
約
必
然
欝
と
は
全
然
蝿
湖
せ
ら
る
べ
き
も
の
に
し
て
貞
已

映
定
の
嚢
味
に
於
け
る
慮
由
と
矛
盾
せ
ず
と
し
、
決
定
論
は
心
理
的
快
樂
読

や
心
身
の
縢
係
の
特
殊
的
見
解
を
意
味
せ
ず
、
転
業
の
閃
果
閥
係
と
機
械
力

の
ぞ
劃
と
は
根
本
的
に
契
な
る
を
説
き
、
更
ら
に
臨
み
て
決
定
論
は
宿
命
説

に
あ
ら
苧
と
し
悔
恨
や
資
掻
を
爲
己
決
定
論
の
立
脚
地
よ
蓼
設
明
し
得
と
し

品
牲
に
は
来
嚢
展
の
可
能
性
あ
る
審
を
認
め
ベ
ル
グ
ソ
ン
舞
の
鼻
決
定
論
も

自
己
決
定
論
と
し
て
認
め
得
と
説
い
て
亙
る
、
云
々
。

轟
硬
撃
護
霧
禽

　
鷺
趨
鞠
霞
午
後
六
時
傘
・
よ
り
心
理
撃
廊
鼠
釜
揚
演
習
室
に
㎞
於
て
陥
囲
仙
憶
産
の
蜘
講
．

演
が
あ
っ
た
。
、

　
　
蟄
艶
覧
μ
審
謬
？
o
び
Φ
ヨ
ざ
鉱
筈
8
昌
o
h
彦
。
日
。
肖
団

　
　
　
　
　
　
ド
〃
ト
ル
、
ナ
ブ
、
フ
ィ
ロ
ソ
フ
ィ
ー
　
一
丁
田
　
左
京
君
　
・

　
官
田
氏
の
講
話
は
入
津
の
生
理
墨
酌
麗
先
は
何
ぞ
や
の
問
題
か
ら
始
ま
る

人
禮
を
構
成
す
る
O
X
H
C
S
等
、
　
十
八
乃
至
＋
九
配
陣
の
元
素
そ
れ
等
の
化

合
が
蛋
白
質
、
含
水
淡
素
、
脂
肪
、
水
、
無
類
等
を
つ
く
ろ
。
人
農
も
亦
是
等
の

魚
合
物
の
複
合
よ
り
な
る
趣
め
て
蔑
難
な
る
化
學
的
物
質
に
外
な
ら
ぬ
。

　
鐸
で
豊
野
は
記
憶
の
概
念
決
£
に
移
る
。
二
線
の
げ
同
ロ
。
零
触
霧
謎
や
㊦
零
財
貯
α
腎
－
．

藁
の
算
舞
O
－
O
鮭
象
嵩
9
な
ど
の
時
間
的
紹
過
を
示
す
O
凄
く
O
。
ユ
が
ω
乱
津
博
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bd

W
評
等
の
研
究
に
か
蕊
る
諦
種
の
圃
。
触
高
等
欝
び
q
o
霞
く
畠
と
典
の
形
歌
の
藏
似

す
る
寓
よ
り
推
し
て
認
憶
を
男
Φ
ぎ
拶
凱
。
昌
。
内
鼠
踊
哨
男
柄
Φ
認
。
Φ
な
り
と
定
義
し
、

潤
彫
二
瀬
等
に
果
て
の
み
な
ら
ず
、
悪
く
生
物
界
、
　
壁
塗
物
界
を
瓶
じ
て
行

剃
る
エ
一
般
的
覗
象
で
あ
る
と
し
た
。
策
応
が
既
に
一
樋
の
化
學
的
物
質
で

あ
っ
て
記
憶
が
か
く
・
も
凶
毅
な
現
数
で
あ
る
と
す
れ
ば
、
げ
同
齢
駐
仲
。
隔
。
こ
。
欝
に
於
け

る
、
剴
4
．
貯
ぴ
q
．
自
・
噌
簿
O
曙
の
搬
な
器
械
的
読
明
が
、
学
問
の
認
憶
の
場
合
に
も

可
能
で
あ
る
か
と
思
は
し
め
る
ρ

　
繭
旧
閉
氏
は
翻
…
憶
の
記
～
る
原
聡
の
こ
作
甲
・
を
あ
げ
る
、
晶
凸
の
一
は
或
る
化
墨
・

的
豊
隆
が
騰
の
物
質
に
生
ず
る
に
語
り
、
　
勲
ハ
の
二
は
翼
壁
V
の
閣
門
の
噛
巡
絡
…
作
綴

ぞ
あ
る
。

・
前
饗
に
於
て
筑
は
先
づ
麺
。
げ
臼
欝
疑
数
授
（
⇔
昆
馬
韓
蔓
。
㎞
O
蝕
騰
。
吋
”
ざ
）

の
墨
謹
を
紹
介
し
た
。

、
鼠
民
．
は
認
轍
…
を
以
て
傅
等
か
の
麗
珊
驚
脚
に
よ
り
て
鷹
…
糎
酬
に
生
謂
メ
る
一
種
の
化

醗
・
的
物
質
な
り
と
し
、
巽
沖
合
の
化
鹸
’
的
鍵
化
は
大
髄
上
目
診
嬬
O
幽
掛
ゆ
ゆ
0
6
夢

・
量
・
暮
・
舞
・
奪
冨
。
げ
・
巳
・
鶏
多
言
即
黍
砦
（
・
－
・
）
に

麦
　
離
せ
ら
る
』
も
の
こ
み
る
。
諏
之
此
の
法
期
を
翻
こ
ご
ぎ
σ
⇒
げ
ρ
瓢
。
慶
の
記
憶
研

究
の
綜
果
に
適
用
し
て
大
差
な
き
を
簿
た
と
雷
ふ
。

．
然
ら
ば
興
の
化
學
的
物
的
と
は
衡
で
あ
る
か
。
　
鼠
氏
は
既
れ
に
就
て
朋
凧
爵

し
て
は
贋
な
い
が
、
紳
田
氏
は
切
。
ヨ
。
ぎ
一
の
他
の
研
究
の
結
果
よ
り
准
し

て
、
多
分
乳
酸
O
凹
魯
“
◎
蝋
叉
は
炭
酸
団
謂
O
O
甜
で
あ
ら
う
と
断
　
じ
た
。

　
以
上
滋
氏
の
認
［
縫
…
躍
る
誠
の
化
繊
的
鴬
餅
鶴
で
あ
る
。
　
こ
転
に
蕩
医
搬
の
灘
…
明
は

其
の
物
理
羅
的
方
面
を
形
成
す
る
。

　
嚇
一
調
随
の
腰
回
戦
に
懸
じ
て
額
”
た
臨
象
ー
ー
銑
は
以
琵
㌶
酸
で
あ
ら
う
と
い
ふ

…
…
絹
互
問
の
漣
絡
は
い
か
に
し
で
止
ず
る
で
あ
ら
う
か
。
嚢
氏
が
こ
れ
に

　
　
　
　
　
　
薪
蓑
翻
介

就
て
説
く
麗
は
、
瞬
封
膨
簿
の
そ
れ
の
如
く
拶
魯
ロ
鎖
ロ
春
受
に
よ
り
て
鍛
抗
の
減
少

す
る
黎
で
あ
る
と
す
る
。
薦
し
、
　
説
憶
に
熟
す
る
後
凍
の
書
論
を
一
猛
し
て

づ
、
O
下
げ
①
O
膨
団
な
り
と
し
て
絵
…
て
去
る
で
あ
ら
う
塩
田
氏
は
か
ぐ
の
猫
き
誘
明

に
よ
り
て
は
満
足
し
な
い
。
建
絡
の
甲
・
に
あ
た
る
も
の
は
所
謂
鉾
望
O
O
営
銘
O
づ

夢
魔
で
あ
る
と
し
、
翼
に
響
暴
論
p
等
の
鱒
謎
織
総
の
竃
氣
的
分
趣
作
堀

説
を
か
り
來
っ
で
此
の
作
用
を
設
か
う
と
す
る
。

　
麹
斑
一
方
に
於
て
は
、
化
學
駒
物
質
の
成
生
他
方
に
於
て
は
電
氣
分
樫
駿

態
の
縫
化
、
　
か
く
し
て
成
立
し
た
賢
島
の
抱
椿
は
如
何
に
し
て
競
剛
せ
ら
る

る
で
あ
ら
う
か
。
　
こ
の
把
持
こ
そ
は
緩
着
と
し
て
記
憶
た
ら
し
む
る
駈
以
の

巾
幹
で
あ
る
。
熱
る
る
に
氏
織
た
サ
類
例
を
以
て
是
れ
覆
説
く
。
臼
く
、
被

の
二
尊
瞭
榊
え
て
跳
ハ
痕
跡
永
く
存
す
る
が
加
〃
く
慨
然
蓼
と
薪
…
隙
代
謝
瞬
闇
四
も
息
ま

ざ
る
四
に
於
て
、
如
纏
に
し
て
一
完
の
化
學
的
物
質
や
、
　
儲
定
の
備
磁
離
歌
態

が
保
存
せ
ら
る
転
の
で
あ
ら
う
か
、
県
主
は
此
の
瀦
に
就
て
も
、
的
確
な
る

科
學
的
論
明
を
要
求
し
て
や
・
望
ぬ
。
　
大
き
な
期
待
を
以
て
愚
説
の
褒
表
せ
ら

る
五
日
を
挨
つ
竜
の
で
あ
る
。

薪
著
紹
介

生
物
轟
＆
暫
畢
訟
の
境

　
窺
窟
帝
醐
議
事
讐
科
大
洲
、
殺
授
欝
鎮
護
士
旗
井
論
著
。
穴
蕉
五
年
凶
月
。

憲
識
斌
脚
難
洛
陽
閏
堂
悔
纏
賛
“
。
　
嚇
幻
一
嵩
編
ハ
下
郷
一
浴
自
ハ
。
　
定
耀
帽
一
篇
”
翻
悶
八
拾
維
隅
。

　
署
老
窟
一
本
を
箏
名
に
寄
鰭
て
階
下
を
求
め
ら
れ
た
。
熟
る
に
陣
恰
も
本

誌
聯
韓
石
切
の
際
な
馨
し
を
以
て
、
之
を
幕
譲
し
て
本
誌
恥
號
に
愚
菟
を
趣

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
一
九




